
Music for airports :liner notes 

環境への志向

Ambient Musicの特性▶
Muzak を代表とするBGMへの批判

Ambient Music 構想の2つ背景

　BGMへの批判は、それが空間に対する音響的なデザインとして成り立っておらず、缶詰
音楽社会が誕生した当時に、音という視点から空間デザインを行うべきであるという、音楽
家であるEnoのデザイナー的視点であるとも考えることができる。
　その場合、音楽を環境として使用すること、環境への志向に導かれたEnoが、実験の場と
して選択した場所が、この原文の記された「Music for airports」という、特定の公共空間に
絞られたことも納得できる。また、この環境への志向は、「異なる様々なやり方で環境と結び
つくこと」 が音楽を含むアートの領域で発生し、「芸術としての環境」というコンセプトが伸
長した1960年代から1970年代初期 の、同時代的なものでもあるとも考えられる。

私には、レコードが人々の生活の中で家具を使うように、照明を使うように使われている
ことが明らかでした。彼らは帰宅して、このレコードをかけて皿洗いをし、別のレコードを
かけて食事をするのです。（Eno）

▶

　上のEnoの発言は、1970年代、技術進歩によって、自宅でレコードが聴けるようになった
当時の様子を語っているものである。「環境のように」音楽を使用しようとする、Enoの
Ambient Musicの試みは、このような音響環境の変化がもたらしたものであると考えること
ができ、＝同時代の再生環境に合わせた実践の試み、概念化で
あると考えることもできる。

「周囲の環境の一部となるような音楽のありかた」 を指しており、アンビエント・ミュージック
が、環境を覆い隠すような音楽（＝Muzakを代表とするバックグラウンド・ミュージック）では
なく、環境と共存するための音楽であるということを示している。

空間の特性を強調する 無視できると同時に
興味深い

いくつかの聴取の
レベルを受け入れる

Brian Eno（1948-）

Music for airports（1978）は、Enoが1978年から1987の間に制

作した「Ambient Series」における最初のリリース作品である。

ジャケットの背面に描かれたグラフィックスコア

 楽曲時間 構成楽器 BPM
1/1 17:25 ピアノ            　 
　　　　　　　　　　　　　　 ローズエレピ 
2/1 08:54 合唱団 62
1/2 12:06 ピアノ 69
2/2 10:09 シンセサイザー 67

83

収録作品の基本情報
　グラフィックが表現しているのは、各楽曲に使用されたフレーズと、ループの動きである。それぞれの列の
シンボルは、水平に等間隔で配置されており、ループしていることが分かる。また、各列のシンボルはそれぞ
れ長さの異なるループをしており、どの部分を垂直方向に切り取ったとしても、各シンボルの重なりが、その
位相を異にしている。つまり、進行全体がモアレ的な動きをしており、「時間とともに進む作品」 であることが
確認できる。
　また、これらのシンボルが、再び同期することはほとんどない。各ループが時間に沿ってランダムに重ねら
れる、言い換えれば、その都度に新しい音の重なりが、時には磁気テープ由来のヒスノイズをもループに含
みながら、「生成」されるということである。

楽曲時間については短いもので8分54秒、最も長く17分21秒といった、大衆性とは
引き離れた、比較的長尺の各楽曲が揃っている。また、楽曲が1分間に刻む拍の数を
表しているBPMを見てみると、1/1の他は全て60代であり、これは人がリラックスして
いる時の心拍数にも近く 、かなり低いBPMであることがわかる。

▶
Experimental Music 

空港の”ため”の音楽？

内的環境

外的環境

Music for airports

外的環境＝音楽が置かれる環境（environment）
内的環境＝音楽が作り出す環境（ambience）

EnoのAmbient Music は「外的環境を内的環境が強調する」 関係を持っている。

まず中断可能でなくてはならない（構内アナウンスがあるから）。
人々の会話の周波数からはずれている必要があるし、会話のパターンとは
違う速度でないと（コミュニケーションが混乱しないように）。
そして空港の生み出すノイズと共存できないと。（Eno）

▷外的環境として、Enoが見出した空港という空間の特性▶

土台

無意識に聞こえた音のオクターブ上、三度、五度上を歌ってしまう

Eno 「Discreet Music」（1975）におけるシステムの例

矢印は、電子回路を表している。それらを追うように左から見ていくと、まずあるのはSynthesizer with digital recall 
system（デジタルリコール・システムを備えたシンセサイザー）である。これは、シンセサイザーが持つ、波形、フィルター
などの音色のパラーメーターの設定、プリセットを保存し、好きな時に呼び出す（リコール）ことのできる機能を持った
シンセサイザーのことである。上図システムの場合には、メロディ・ラインをインプットする、あるいはシステムの唯一の入
力部分として機能することになる。また、入力されたメロディは、次にその音の周波数帯域を視覚的に調整するための
graphic equalizer（グラフィック・イコライザー）を通り、echo unit（エコー・ユニット）でエコーのエフェクトを加えられ
て、オープン・リール型のtape recorders（テープ・レコダー）へと進んでいく。そして、その2台のtape recorderは、その
回路に示されているように、メロディが遅延を永遠に繰り返すための、ループ・システムとして機能する（同じようなテー
プループのシステムが、Music for airportsにも使用されている）。

▶
　テープ・ループのシステム、あるいはそのルールによって、自動的に作曲が進んで
いきながらも、常に出力結果をモニタリングするEnoによって、音色や、速度調整と
いった操作が加えられていく。つまり、Enoというシステムにおける環境的な存在が、
サイバネティクス的なフィードバックとして出力に影響を与えており、Enoとシステム
は、Paragraph7における演者と演奏空間のように、相互作用的な関係である。また
それはEno自身が、そのシステムの観測者でしかなくなるということを意味する。こ
のように、テープ・ループという特定の制約によって、本来作曲者であるはずのEno
のコントロールから離れてしまうことにEnoのシステムがシステムである所以があ
る。

空港の特性（構内アナウンス、会話、ノイズ）への適応のために、ヒューリ
スティックに操作を行っていくこと、あるいは「システムのダイナミズムに
乗ること」 で、楽曲の道筋を作り出していくことがEnoの役割であり、シス
テムとEnoの関係である。

生成音楽と呼ばれているものたち

Mozart - サイコロによる自動作曲
John Cage - 不確定性の音楽
Steve Reich - It’s Gonna Rain

Brian Eno - Music for airporrtsなど様々

「制約を設けて、作曲者のコントロールから
離れた、意図しない楽曲の創出を試みる音楽の形式」

実験音楽

どうやって演奏されているのだろうか？

この規則性の知覚不可能な状態は、ループの長さを簡単な比率ではなく、さらに複雑な比率にするような仕
組み、つまり「正確には計らず」 にループを制作するという、出力を意識した入力のための、あるいは生成シ
ステムの「聞き手」としてのEnoの存在があるために、作り出されているものである。 

生成される音楽
Generative Music

Music for airportsが作り出す、方向性や終わりのない環境
（内的環境：ambience）によってこれらの空港の特性を強調
すること。
＝空港の”ため”の音楽

「各パターンを相互に倫理的に関係付けることができない」ため、生成における仕組み、フレーズがどのよ
うに動いているのかを、我々は知覚することができない。

＝神秘性（桝谷令明）

1976年にエッセイを出版する

Music for airpots（1978）

1978年に、「Ambient Music」として世に発表する。

2. 文献による調査  

観測する

Eno（観測者）

Music for airportsには実験的なムードが無く、「ある男がそこに座ってピアノ
を弾いているような」 自然な振る舞いをしているとさえ感じさせる。なぜ？

作曲システム

Brian EnoのAmbient Music とは 外的環境と内的環境の概念（金子智太郎）とMusic for airports

ジャケット裏面へ

Music for airports という作品 各作
品に
つい
て

生成の仕組み▶

「Paragraph 7」の分析を土台としてEnoは作曲のシステムを構築

Enoの「聴
く」という

作曲

空港
とい
う空
間と
シス
テム

 「芸術における多様性の創出と組織化」 （1976）
Generating and Organizing Variety in the Arts

同作は、あらかじめ決められたルールのもとでテキストを歌うものであるが、Enoによれば、練度の高くない演奏者たちの存在、

あるいは「合唱団の頼りなさ」 によって引き起こされるシステム上のエラーが、多様性を、あるいは空間における環境と生物の

複雑さを拡張している。

▶Enoはここにサイバネティクス（cybernetics）的な多様性と、Stafford Beerのヒューリスティック（発見的方法：Heuristic）の

概念を見出した。

Paragraph 7の合唱団

「Paragraph 7」のルール
・指定されたテキストを歌う
・歌う音程は仲間が歌っているのが聞こえる音を選ぶ
・同じ音を2行連続で歌わない

演者の好みなどによって、決められたルールを
忠実に遂行することができない

共進周波数の関係で、ある空間の中ではある音程が大きく聞こえてしまう

input

output

input

output

input

output

歌うこと（Input）と、歌うために聴くこと（Output）の関係（＝サイバネティクス）がエラーを含みつつも保たれながら、ルールに対する
演者の自律性のもとで楽曲が構築されていく。

Cornelius Cardew の作品 《The Great Learning》 における「Paragraph 7」 について、Enoの分析Eno の思索

「生成音楽（Generative Music）」を視座として

Eno への批判

制作へ

3. 制作（各作品の詳しいプロセスについては別パネルを参照）   

　本作「ふたつの窓のための音楽」は2023年10月21日、22日、28日、29日に行われた、「芸術工事中2023」 での展示作品である。

　展示会場は、新潟県長岡市渡里町に位置する「蔵」（である。柿川沿い の程よく静かな場所にあったその蔵は、2023年当時に私の住んでいたアパートと同じ敷地内に所在してお
り、展示以前より馴染みのある場所であった。蔵は二階建てであり、食料保管や、書物や宝物の貯蔵といった本来の機能はほとんど失いつつも、かつての面持ちを残したまま、時よ
りそこで映画を鑑賞したり、人を招いて食事をしたりといったように時々に合わせて、その蔵は利用されていた。常に蔵特有な静けさがありながら、人の話し声や床材から生じる物
音、外から入り込む環境音など様々な音にあふれた豊かな場所であった。

本作は、Music for airportsにおけるEnoの空間の特性の規定（アナウンス、会話、死、旅、ノイズ）をそのまま「蔵」に置き換えて、制作したものである。そのため、Enoのシステムの
模倣を行っている。実際の展示では、Music for airportsと同じようにさりげなく流しながら、蔵を芸術工事中の巡回の中で休憩所として利用してもらうというようなスタイルで鑑
賞者に体験をしてもらい、あくまで、先に見た「蔵」特有の環境音に耳を向けてもらうことが本作の趣旨である。

ふたつの窓のための音楽

本展示作品へ

構内アナウンス
人々の会話の周波数
会話パターン
ノイズ
「死」や「旅」というイメージ

柿川沿いを走る車の通行音
鳥の会話
庭の木から飛び去る羽音 
虫の声 
雨が庭の石に当たる音
庭の草木が擦れる音 
足を踏み込む度に鳴る木の軋む音  など 

　「私」という一個人が、どんな環境音を感受し、あるいは感受しないのか。また、そもそも適切であると感じる騒音の程度、アンビエンスの度合
いはどれほどなのか。

　本作では、「ふたつの窓のための音楽」において求めたパブリックな空間での「ある空間のための音楽」の探究ではなく、「私」という個人を実
験対象として、その個人における自室という空間と音楽の調和の探究を行っている。また、そのために、ドローンを自室に流し続けその直線的な
ドローンによって浮かび上がる室内のノイズたちに耳を傾けてみる、あるいは強制的に耳に入ってくる音を探すという、生活によって固まってし
まった自室のサウンドスケープへの認識を溶かすための実験を行い、それを土台として、作品制作を実施した。

Music for my room

Publicな空間から、Privateな空間へ

ドローン（持続音）

時間→ （実験イメージ）

背景であった環境音に着目していく

　本作「（time for）Kamabocollection」は、新潟県十日町市で開催された大地の芸術祭（越後アートトリエンナーレ）
の里・十日町2024 にて実施した、北雄介＋北研究室 のプロジェクト「カマボコレクション」における展示音楽作品である

　カマボコレクションとは、新潟県十日町市中条地域に点在する特徴的なカマボコ型建築を対象に、実測とヒアリングに
よる調査を行い、そのヒアリングで聞かせていただいた所有者のエピソードや記憶を、実測によって３D化されたカマボコ
型建築とともに映像としてアーカイブをするというプロジェクト、展示である。それに加え、このカマボコレクションの展示
に訪れた鑑賞者が展示から去ったあと、ついついカマボコ型建築を探してしまい、気づくと「十日町の何気ない日常風景
が鑑賞の対象」 に変わってしまうように仕向けること、鑑賞者が行う風景へのフレーミングをカマボコレクションの体験を
する前と後で変化させることが、本プロジェクトのゴールである。
　
本作は、全編フィールドレコーディングによって採集された音で構成されており、展示において、次のような役割を果たす
ことがその目的である。
〈展示場所のサウンドスケープに溶け込み、かつそこから浮き上がるような作品であること〉
〈かまぼこという建築空間に流れる時間の多層性を表現し、展示空間のための新しいサウンドスケープとなること〉
〈訪れた人が、その展示空間の外側へ向かうような作品であること〉

（time for） Kamabocollection

私とEnoの異なる手法
作品制作を通し、見えてきた自身の手法、特にEnoとの手法における、異なる
テーマとして掬い上げたいのは、「ドローン（持続音）」と「ある空間のた
めの音楽、あるいは環境音を別の空間で再生するということ」の２
つである。

私は、「ドローン（持続音）」をそこに環境音を写し出せることの出来る「キャンパス」とし
て、扱ってきた。またそれは「外的環境を強調する」ことでもある。
また、そのドローンが空間におけるキャンパスとして機能する時には、同時に、「空間に没入す
る」という現象が起きる。Micheal Friedはフランス絵画における「没入」について、その絵画に
没入するとき、鑑賞者はあたかもその絵画の前から消去される感覚（究極の虚構）になるとい
う。ドローンよって巻き起こった、空間における没入においても同じことが言える。あるいは「消
去」ではなく、「私の環境の一部になった」のかもしれない。そして、その空間を「ただ受け止め
る」こと、「ただ聴く」ことで、空間あるいはその場所の姿が浮かび上がってくる。

「ある空間のための音楽、あるいは環境音を別の空間で再生する
ということ」とは。例えば、「Music for my room」は、「リリース」という行為によって、他者
がそれを聴くことが出来るようになったことで、「自身の自室のための音楽」というテーマが崩れ
てしまった。「（time for）Kamabocollection」では、ある空間に響いていた環境音を採集し、「
記号」に変換することで意味の変容がなされた。これらはどちらも作品における「編集行為」で
あると考えることができる。
そして、「ある空間のための音楽」であり、「過去」であったそれは、それが再生される別のある空
間の「今」という輪郭を強く意識させる。と同時にそれもまた「ドローン」と同じように「外的環境
を強調する」ことであると考える。また、「今」という輪郭を強くさせる過程には、そのAmbient 
Musicによって、ある空間を「追体験」することが重要である。

外的環境としての空間を浮かび上がらせるこれらの手法を本研究では、Ambient Music を用
いた「空間の写実」と表現する。そして、「ある空間にある空間を写実する」ことで、私は
Enoが目指した外的環境の強調を行いたい。

そのために、この写実を用いた、二つのAmbient Musicにおける方法論の構想を考える。
一つは、ある空間に空間そのものを写実するという方法である。この方法
ではドローンをキャンパスとして、そのキャンパスに生きた空間を写し出すことを目的とする。
もう一つは、ある空間を別の空間に写実するという方法である。ふたつの異
なる時間、あるいは場所を持つ空間を重ねることで、それが再生される空間の中に、ある過去
の空間を写し出し、追体験を通して「今」という輪郭に迫ることが目的である。

▶

（１）ある空間で再生した場合に、Music for airportsのシステム自体が、その空間、外的環境からの直接的なフィード  
バックを受けることができない。

この批判を行う理由として、「芸術における多様性の創出と組織化」でEnoが述べているような環境とシステムの相
互作用という構造の成立のためでもあるが、さらにMusic for airportsが、BGMの持つ性質とは反対的な意味
で、「ある空港」という特定の場所に帰属する、サイト・スペシフィックなものであることが重要だと考えるからであ
る。
　Music for airportsにおける「airports」とは特定の空港を指すようなtokenではなく、抽象的で一般化された
typeである。EnoにとってMusic for airportsの着想はドイツのケルン・ボン空港という特定の場所での体験が
鍵となっているのだが、作品自体は、その個別性というフレームから引き離れ、さらに大きな空港というイメージへ
と抽象化させているため、サイト・スペシフィックなものとは言い難い。
　また、Relphが述べるように「空間は場所の背景」 であるとするならば、特定の場所に帰属しない、様式化された
Music for airportsが立ち上げる空間は、我々に均質的な空間経験をもたらし、それによって、我々がそこに没
場所的な場所を立ち上げるきっかけとなってしまう。

（２）Music for airportsにおける空間の特性の規定が、Enoの恣意性によって支えられているという点
ここで指摘したいのは、「あらゆる聴き方を許容する」というEno自身の態度とのずれである。また、Enoが捉えたこ
れらの特性を、果たして他の聴取者も同じく特性として捉えることができるのだろうか。むしろ、あらゆる聴き方を許
容することのできるシステム＝Music for airportsを通して、空港の特性への気づき、あるいは空間の再発見を聴
取者各々に促すことが、音響的・雰囲気的な個性を強調 しようとするEnoのアンビエント・ミュージックにおいて重
要なのではないだろうか。

▶

▶


